
６
月
中
旬
ま
で
に
平
成
26
年
度

分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発

送
を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

平
成
26
年
度
全
国
安
全
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、「
み
ん
な
で
つ
な
ぎ

高
ま
る
意
識
　
達
成
し
よ
う
ゼ
ロ

災
害
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
６
月

１
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間
、

７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
本
週

間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
に
お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意

識
の
高
揚
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
等
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
　

監
督
署
（
安
全
衛
生
課
）

†
０
１
５
７-

23-

７
４
０
６

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審

査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、

必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

申
立
て
方
法
は
、
苦
情
申
立
書

（
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

†
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

（
内
線
21-

７
０
６
）

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

知
識
や
防
災
知
識

の
普
及
・
啓
発
を

目
的
に
、
一
般
の

方
々
を
対
象
と
し

た
施
設
見
学
会
を

例
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
　
時

７
月
26
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１-

６)

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
し
込

み
不
要
、
駐
車
場
あ
り

内
　
容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、

気
象
観
測
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
（
随

時
）、
実
験
教
室

そ
の
他

雨
天
で
も
行

い
ま
す
が
、
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は

当
台
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
業
務
・
危
機

管
理
官

†
０
１
５
２-

44-

６
８
９
１
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
27

年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
に
か
か
る
求
人
に
つ
い
て
、
６

月
20
日
か
ら
受
理
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の

採
用
に
つ
い
て
是
非
ご
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
求
人
の
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
共
職
業
安
定
所

・
専
門
援
助
部
門

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

・
美
幌
分
室

†
０
１
５
２-

73-

３
５
５
５

「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地
が

登
記
さ
れ
た
際
に
そ
の
土
地
の
範

囲
を
区
画
し
た
線
（
筆
界
）
に
つ

い
て
、
現
地
に
お
け
る
位
置
を
特

定
す
る
制
度
で
す
。

「
筆
界
」
は
、
所
有
権
の
範
囲
を

画
す
る
線
と
い
う
意
味
を
除
い
て
、

一
般
的
に
言
う
「
境
界
」
と
同
じ

意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

お
隣
と
の
境
界
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
の
認
識
が
互
い
に
違
い
困

っ
て
い
る
等
、
事
案
に
よ
っ
て
は

「
筆
界
特
定
制
度
」
を
利
用
し
て
解

決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
最
寄
の
法
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆

A
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◎
釧
路
地
方
法
務
局

登
記
部
門
筆
界
特
定
室

†
０
１
５
４-

31-

５
０
２
７

◎
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
０
　
　

不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造

を
実
施
す
る
こ
と
、
改
造
さ
れ
た

自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
両

方
が
法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
違
反
す
る
と
整
備
命
令
の
交

付
や
罰
金
等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
、「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、
下

記
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
１
１
０
番

北
見
運
輸
支
局
検
査
・
整
備
担
当

†
０
１
５
７-

24-

７
６
３
３

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

覚醒剤等薬物乱用の防止～薬物、ダメ。ゼッタイ。～
覚醒剤や大麻などの薬物を乱用すると、身体や精神が

ボロボロになり、人間らしい生活を営むことができなく

なるばかりか、場合によっては死に至ることもあります。

薬物の手はあなたの周りにも忍び寄っており、一度だ

けという好奇心や遊びのつもりでも、薬物の強い依存性

によって、自分の意思では止めることができなくなりま

す。

北海道警察では、薬物密売組織の壊滅をはじめ、関係

機関との連携を強化して、覚醒剤等の密輸入の阻止、密

輸グループ等の摘発と組織壊滅に全力を挙げています。

また、道内には野生の大麻草が自生している地区が多

くあることから、関係機関と連携して自生大麻の除去活

動を推進しています。若年層をはじめとする大麻汚染の

拡大を阻止するためにも、大麻草の群生地を知っている

方は警察へ通報をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

網
走
地
方
気
象
台

施
設
見
学
会
開
催
の
ご
案
内

ま
す
。

通
信
販
売
で
は
、
事
業
者
が
返

品
の
可
否
や
返
品
期
限
に
関
す
る

特
約
を
設
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
約
が
な
い
場
合
は
、

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。

印
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
返
品
の
可
否
」
な
ど
を
確
認

し
て
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光
グループ

†76－2151
（内線258）

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
買
っ
た
ら

返
品
で
き
な
か
っ
た
！

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
布
団

掃
除
機
を
購
入
し
た
。

電
話
で
注
文
す
る
際
「
操
作
は

難
し
く
な
い
か
」
と
質
問
し

た
と
こ
ろ
「
簡
単
で
す
」
と

言
わ
れ
た
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー

の
カ
バ
ー
が
固
す
ぎ
て
、
開

け
る
と
き
に
指
が
痛
く
な
っ

て
し
ま
う
。

し
か
も
、
重
た
く
て
返
品

し
た
い
が
、
一
度
電
気
を
通

し
た
も
の
は
返
品
を
受
け
付

け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返

品
の
可
否
な
ど
重
要
な
表
示
が
短

く
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

夏
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

海
外
で
は
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
が
、
国
内
で
は
鈴
鹿
８
時
間

耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
サ
イ

ク
リ
ン
グ
が
…
…
。
い
ず
れ
も
７

月
に
行
わ
れ
る
、
オ
ー
ト
バ
イ
や

自
転
車
の
大
会
で
す
。

ま
た
、
７
月
の
北
海
道
で
は
、

11
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
「
夏
の

交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
の
視
点
は
、「
観
光

や
夏
型
レ
ジ
ャ
ー
等
に
伴
う
事
故

防
止
や
、
自
動
二
輪
車
に
よ
る
事

故
防
止
等
を
図
る
こ
と
」
と
し
て

い
ま
す
。

冒
頭
の
大
会
は
特
別
な
も
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
自
転

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
交
通
手
段
に

す
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

各
地
へ
の
観
光
に
足
を
運
ぶ
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。

津
別
町
で
も
「
第
44
回
つ
べ
つ

夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
に
注
意
し
て
、
短
い
北

海
道
の
夏
を
、
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の
「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

第
87
回
全
国
安
全
週
間
実
施

「
不
正
改
造
車
排
除
運
動
」

実
施
中
！

網走開発建設部では、今後、概ね

20年にわたる網走川水系（国管理

区間）の具体的な河川整備、維持に

ついて定める河川整備計画の策定に

あたり、流域にお住まいの皆様を対

象に説明会を開催します。

《日　時》

平成26年7月10日（木）

午後６時～（1時間30分程度）

《場　所》

津別町林業研修会館　集会室

問い合わせ先

網走開発建設部　治水課　木下

†0152－44－6452

ご
存
知
で
す
か
？

筆
界
特
定
制
度

網走地方気象台ホームページ

http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

A
網走川河川整備計画（原案）

の説明会を開催します

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
申
込
を
お
早
め
に


